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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を具備する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当
てられるリソースを決定すること、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つまたは
複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）の細分性である、および
　前記ユーザ機器が、前記決定に基づいて、基地局から送信されたサブフレームにおける
データチャネル送信を処理すること。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、物理リソースブロッ
ク（ＰＲＢ）ペアに含まれるＥＣＣＥｓの数に依存する。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルについて利用可能なリソー
スは、同一のグループからの複数のＥＣＣＥｓを具備する仮想リソースブロック（ＶＲＢ
ｓ）を具備する。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルは、物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）を具備する。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法、ここにおいて：
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　前記ＰＤＳＣＨに割り当てられた前記リソースのうちの少なくともいくつかは、拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）に対応するリソースとオーバーラッ
プする、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、前記オーバーラップした
リソースに基づいてレート整合を実行することを具備する。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法、ここにおいて
　少なくともいくつかのＰＤＳＣＨリソースは、対応する制御チャネルなしに割り当てら
れる、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、ＰＤＳＣＨ送信を復号す
るためにブラインド復号を実行することを具備する。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルに割り当てられた前記リソ
ースを決定することは下記を具備する：
　１つまたは複数のＥＣＣＥｓのセットに各々マッピングされた、１つまたは複数の仮想
リソースブロックのセットを示すダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信すること。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネル送信について利用可能なサ
ブフレームは下記を具備する：
　既知の位置における情報を有する第１の固定された領域、および
　前記ＵＥが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を検出するためにブラインド
復号を実行する第２の動的領域。
【請求項９】
　下記を具備する、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のた
めのデータチャネルにリソースを割り当てること、ここにおいて、前記リソースの細分性
は、１つまたは複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）の数に依存する、および
　基地局が、前記割り当てに基づいてサブフレームにおけるデータチャネル送信で前記サ
ブフレームを前記ユーザ機器に送ること。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、物理リソースブロッ
ク（ＰＲＢ）ペアに含まれるＥＣＣＥｓの数に依存する。
【請求項１１】
　請求項９に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルについて利用可能なリソー
スは、同一のグループからの複数のＥＣＣＥｓを具備する仮想リソースブロック（ＶＲＢ
ｓ）を具備する。
【請求項１２】
　下記を具備する、ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当
てられるリソースを決定するための手段、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つ
または複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）の細分性である、および
　前記ユーザ機器が、前記決定に基づいて、基地局から送信されたサブフレームにおける
データチャネル送信を処理するための手段。
【請求項１３】
　下記を具備する、ワイヤレス通信のための基地局（ＢＳ）：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のた
めのデータチャネルにリソースを割り当てるための手段、ここにおいて、前記リソースの
細分性は、１つまたは複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）の細分性である、
および
　前記基地局が、前記割り当てに基づいて、サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信で前記
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サブフレームを前記ユーザ機器に送るための手段。
【請求項１４】
　少なくとも１つのコンピュータシステムに、請求項１乃至８のうちの１項に記載の方法
を実行させるためのコンピュータ可読命令を備える、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　少なくとも１つのコンピュータシステムに、請求項９乃至１１のうちの１項に記載の方
法を実行させるためのコンピュータ可読命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
[米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張]
　[0001]　本願は、２０１３年１月１８日に出願された米国仮出願番号第61/754,489号の
利益を主張し、その全体において参照によりここに組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示のある観点は、ワイヤレス通信に一般に関連し、より具体的には、ロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）に関する拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ：
Enhanced Control Channel Element）ベースの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）リソース割り振りのための装置および技術に関連する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、データなどのような、様々なタイプの通信
コンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシス
テムリソース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することによってマルチプルのユ
ーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムでありうる。このような多元
接続システムの例は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、ＬＴＥアドバン
ストシステムを含む第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、および符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　一般に、無線多元接続通信システムは、マルチプルのワイヤレス端末に関する
通信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向および逆方向リンク上の送信
を介して、１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は
、基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は、端末
から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単一入力単一出力、マルチプル入
力単一出力、またはマルチプル入力マルチプル出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立さ
れることができる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示のある観点は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）に関する拡張
された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）ベースの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）リソース割り振りに一般に関連する。
【０００６】
　[0006]　本開示のある観点は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。方法は、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、デー
タチャネルに割り当てられるリソースを決定することと、決定に基づいてサブフレームに
おいてデータチャネル送信を処理することを一般に含む。
【０００７】
　[0007]　本開示のある観点は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法を提
供する。方法は、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、ユーザ機
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器（ＵＥ）のためのデータチャネルにリソースを割り当てることと、割り当てに基づいて
サブフレームにおいてデータチャネル送信を送ることを一般に含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のある観点は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。装置は、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、デー
タチャネルに割り当てられるリソースを決定するための手段と、決定に基づいてサブフレ
ームにおいてデータチャネル送信を処理するための手段を一般に含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のある観点は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置を提
供する。装置は、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、ユーザ機
器（ＵＥ）のためのデータチャネルにリソースを割り当てるための手段と、割り当てに基
づいてサブフレームにおいてデータチャネル送信を送るための手段を一般に含む。
【００１０】
　[0010]　本開示のある観点はまた、上述される動作を実行するためのプログラム製品お
よび装置を提供する。
【００１１】
　[0011]　例えば、ワイヤレス通信のための装置は、制御チャネルと関連付けられたリソ
ースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当てられるリソースを決定し、そして決
定に基づいてサブフレームにおいてデータチャネル送信を処理するように構成されたプロ
セッサを含むことができる。別の例として、ワイヤレス通信のための装置は、制御チャネ
ルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器のためのデータチャネルに
リソースを割り当て、そして割り当てに基づいてサブフレームにおいてデータチャネル送
信を送るように構成されたプロセッサを含むことができる。別の例として、コンピュータ
プログラム製品は、コンピュータ可読媒体を備えることができ、コンピュータ可読媒体は
、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当
てられるリソースを決定するためのコードと、決定に基づいてサブフレームにおいてデー
タチャネル送信を処理するためのコードを備えることができる。さらに別の例として、コ
ンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を備えることができ、コンピュータ
可読媒体は、制御チャネルと関連付けられたリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器の
ためのデータチャネルにリソースを割り当てるためのコードと、割り当てに基づいてサブ
フレームにおいてデータチャネルを送るためのコードを備えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本開示のある観点に従う、例示的ワイヤレス通信ネットワークを概念的
に図示するブロック図である。
【図２】図２は、本開示のある観点に従う、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ
機器（ＵＥ）と通信する発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の例を概念的に図示するブロック図で
ある。
【図３】図３は、本開示のある観点に従う、ワイヤレス通信ネットワークにおける使用の
ための特定の無線接続技術工学（ＲＡＴ）のための例示的フレーム構造を概念的に図示す
るブロック図である。
【図４】図４は、本開示のある観点に従う、通常のサイクリックプレフィックスを有する
ダウンリンクのための２つの例示的サブフレームフォーマットを図示する。
【図５】図５は、本開示のある観点に従う、ＥＰＤＣＣＨのためのＰＲＢペアにおける例
示的ＥＲＥＧｓを図示する。
【図６】図６は、本開示のある観点に従う、ローカライズされたＥＰＤＣＣＨのためのＰ
ＲＢペアにおける例示的ＥＲＥＧｓを図示する。
【図７】図７は、本開示のある観点に従う、例示的ＥＣＣＥインデクシング（indexing）
を図示する。
【図８】図８は、本開示のある観点に従う、例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソース



(5) JP 6337011 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

割り振りを図示する。
【図９】図９は、本開示のある観点に従う、６組のＰＲＢペアのための例示的ＥＣＣＥベ
ースのＰＤＳＣＨリソース割り振りを図示する。
【図１０】図１０は、本開示のある観点に従う、６組のＰＲＢペアのための例示的ＥＣＣ
ＥベースのＰＤＳＣＨリソース割り振りを図示する。
【図１１】図１１は、本開示のある観点に従う、２つまたはそれより多くのリソースセッ
トを用いて編成されたサブフレームにおけるＰＲＢペアを図示する。
【図１２】図１２は、本開示のある観点に従う、２個のリソースセットを用いて編成され
た６組のＰＲＢペアのための例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソース割り振りを図示
する。
【図１３】図１３は、本開示のある観点に従う、２個のリソースセットを用いて編成され
た６組のＰＲＢペアのための例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソース割り振りを図示
する。
【図１４】図１４は、本開示のある観点に従う、ブラインド復号のために使用される既知
のおよび動的領域の例を図示する。
【図１５】図１５は、本開示のある観点に従う、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通
信のための例示的動作を図示する。
【図１６】図１６は、本開示のある観点に従う、基地局によるワイヤレス通信のための例
示的動作を図示する。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0028]　本開示の観点は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）のための制御チャ
ネル要素（ＥＣＣＥ）ベースの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソース割
り振りを拡張するための装置および技術を提供する。ある観点に従って、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）は、ＰＤＳＣＨのために割り当てられた仮想リソースブロック（ＶＲＢｓ）を示すビ
ットの数を有するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信することができる。各ＶＲＢは
、同一のまたは異なる拡張されたリソース要素グループ（ＥＲＥＧ）からのＥＣＣＥｓを
含むことができる。ＥＣＣＥｓは、マルチプルの物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアま
たは同一のＰＲＢペアにまたがることができる。ＵＥは、割り当てられたＰＤＳＣＨリソ
ースをオーバーラップする拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）の
まわりでレート整合（rate matching）を実行することができる。
【００１４】
　[0029]　ここで説明される技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネ
ットワーク等のような様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用されることができ
る。用語「ネットワーク」および「システム」は、しばしば置換可能なように使用される
。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０
００等のような無線技術工学をインプリメントすることができる。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およ
びＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５および
ＩＳ－８５６標準をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、移動通信のためのグローバル
システム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術工学をインプリメントすることができ
る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－Ｏ
ＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術工学をインプリメントすることができる。ＵＴＲ
ＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭ
ＴＳ）の一部である。周波数分割デュプレックス（ＦＤＤ）および時分割デュプレックス
（ＴＤＤ）の両方における、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬ
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ＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリース
であり、それはダウンリンク上でＯＦＤＭＡを用い、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを
用いる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第
３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称される団体からの文書内に説明
されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２）と称される団体からの文書内に説明されている。ここに説明される
技術は、他のワイヤレスネットワークおよび無線技術工学と同様に、上述された無線技術
工学およびワイヤレスネットワークのために使用されることができる。明確にするために
、技術のある観点はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関して以下に説明され、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ用
語が以下の説明の大部分において使用され、そして簡潔さのために、ＬＴＥはＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａを指す。
【００１５】
　［例示的ワイヤレス通信システム］
　[0030]　図１は、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、それはＬＴＥネットワー
クまたは何らかの他のワイヤレスネットワークであることができる。ワイヤレスネットワ
ーク１００は、多数の発展型ノードＢｓ（ｅＮＢｓ）１１０と、その他のネットワークエ
ンティティとを含むことができる。ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥｓ）と通信するエンティ
ティであり、基地局、ノードＢ、アクセスポイント（ＡＰ）等と称されることもできる。
各ｅＮＢは、特定の地理的エリアについての通信カバレッジを提供することができる。３
ＧＰＰにおいて、用語「セル」は、用語が使用される文脈に依存して、このカバレッジエ
リアをサービスする（serving）ｅＮＢサブシステムおよび／またはｅＮＢのカバレッジ
エリアを指すことができる。
【００１６】
　[0031]　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または、他のタイ
プのセルのための通信カバレッジを提供することができる。マクロセルは、比較的大きい
地理的エリア（例えば、半径数キロメータ）をカバーすることができ、そしてサービス加
入しているＵＥｓによる無制限のアクセスを可能にすることができる。ピコセルは、比較
的小さい地理的エリアをカバーすることができ、そしてサービス加入しているＵＥｓによ
る無制限のアクセスを可能にすることができる。フェムトセルは、比較的小さい地理的エ
リア（例えば、家）をカバーすることができ、フェムトセルとの関連性を有するＵＥｓ（
例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）におけるＵＥｓ）による制限付きアクセス
を可能にすることができる。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと称されること
ができる。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと称されることができる。フェムトセ
ルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と称されることが
できる。図１において示される例において、ｅＮＢ １１０ａは、マクロセル１０２ａの
ためのマクロｅＮＢであることができ、ｅＮＢ １１０ｂは、ピコセル１０２ｂのための
ピコｅＮＢであることができ、そしてｅＮＢ １１０ｃは、フェムトセル１０２ｃのため
のフェムトｅＮＢであることができる。ｅＮＢは、１つまたはマルチプル（例えば、３つ
）のセルをサポートすることができる。用語「セル」、「基地局」、および「ｅＮＢ」は
、ここで置換可能に使用されることができる。
【００１７】
　[0032]　ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含むことができる。中継局は
、アップストリーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からのデータの送信を受信し、およ
びダウンストリーム局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）へのデータの送信を送ることができ
るエンティティである。中継局はまた、他のＵＥｓのための送信を中継することができる
ＵＥであることができる。図１において示される例において、中継局１１０ｄは、ｅＮＢ
 １１０ａとＵＥ １２０ｄの間の通信を容易にするために、マクロｅＮＢ １１０ａおよ
びＵＥ １２０ｄと通信することができる。中継局はまた、中継ｅＮＢ、中継基地局、中
継器等と称されることができる。
【００１８】
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　[0033]　ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢｓ、例えば、マクロ
ｅＮＢｓ、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、中継ｅＮＢｓ等を含む異種ネットワークで
あることができる。これらの異なるタイプのｅＮＢｓは、ワイヤレスネットワーク１００
における干渉時の異なる影響、異なるカバレッジエリア、および異なる送信電力レベルを
有することができる。例えば、マクロｅＮＢｓは、高い送信電力レベル（例えば、５から
４０ Ｗ）を有することができるが、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、および中継ｅＮ
Ｂｓは、より低い送信電力レベル（例えば、０．１から２ Ｗ）を有することができる。
【００１９】
　[0034]　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢｓのセットに結合することができ
、そしてこれらｅＮＢｓのための協調と制御を提供することができる。ネットワークコン
トローラ１３０は、バックホールを介してｅＮＢｓと通信することができる。ｅＮＢｓは
また、例えば、ワイヤレスまたはワイヤー回線バックホールを介して間接的にまたは直接
的に互いに通信することができる。
【００２０】
　[0035]　ＵＥｓ １２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレスネ
ットワーク１００全体にわたって分散されることができ、そして各ＵＥは固定またはモバ
イルであることができる。ＵＥはまた、アクセス端末、端末、モバイル局（ＭＳ）、加入
者ユニット、局（ＳＴＡ）等と称されることができる。ＵＥは、セルラ電話、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラ
ップトップコンピュータ、コードレス電話、無線ローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレッ
ト、スマートフォン、ネットブック、スマートブック、ウルトラブック等であることがで
きる。
【００２１】
　[0036]　図２は、ＵＥ １２０および基地局／ｅＮＢ １１０の設計のブロック図であり
、図１におけるＵＥｓのうちの１つおよび基地局／ｅＮＢｓのうちの１つであることがで
きる。基地局１１０には、Ｔ個のアンテナ２３４ａ乃至２３４ｔが装備されることができ
、そしてＵＥ １２０には、Ｒ個のアンテナ２５２ａ乃至２５２ｒが装備されることがで
き、ここで、一般に、Ｔ≧１およびＲ≧１である。
【００２２】
　[0037]　基地局１１０において、送信プロセッサ２２０は、１つまたは複数のＵＥｓの
ためのデータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩｓ：channel quality indicators）に基づいてＵＥごとに１つまたは複数
の変調符号化方式（ＭＣＳｓ）を選択し、ＵＥのために選択されたＭＣＳ（ｓ）に基づい
てＵＥごとのデータを処理（例えば、符号化および変調）し、すべてのＵＥｓのためにデ
ータシンボルを提供することができる。送信プロセッサ２２０はまた、（例えば、半静的
リソース分割情報（ＳＲＰＩ）等に関する）システム情報および制御情報（例えば、ＣＱ
Ｉリクエスト、グラント（grants）、上位レイヤシグナリング（upper layer signaling
）等）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを提供することができる。
プロセッサ２２０はまた、基準信号（例えば、共通基準信号（ＣＲＳ））および同期信号
（例えば、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ））のため
の基準シンボルを生成することができる。送信（ＴＸ）複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）プ
ロセッサ２３０は、適用できる場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッドシ
ンボル、および／または基準シンボルで空間処理（例えば、プリコーディング）を実行す
ることができ、そしてＴ個の変調器（ＭＯＤｓ）２３２ａ乃至２３２ｔにＴ個の出力シン
ボルストリームを提供することができる。各変調器２３２は、出力サンプルストリームを
取得するために、（例えば、ＯＦＤＭ等のための）それぞれの出力シンボルストリームを
処理することができる。各変調器２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、
出力サンプルストリームを処理（例えば、アナログへコンバート、増幅、フィルタ、およ
びアップコンバート）することができる。変調器２３２ａ乃至２３２ｔからのＴ個のダウ
ンリンク信号は、Ｔ個のアンテナ２３４ａ乃至２３４ｔを介してそれぞれ送信されること
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ができる。
【００２３】
　[0038]　ＵＥ １２０において、アンテナ２５２ａ乃至２５２ｒは、基地局１１０およ
び／または他の基地局からのダウンリンク信号を受信することができ、そして復調器（Ｄ
ＥＭＯＤｓ）２５４ａ乃至２５４ｒに受信された信号をそれぞれ供給することができる。
各復調器２５４は、入力サンプルを取得するために、その受信された信号を調整（例えば
、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）することができる。各復調器
２５４はさらに、受信されたシンボルを取得するために、（例えば、ＯＦＤＭ等のための
）入力サンプルを処理することができる。ＭＩＭＯ検出器２５６は、すべてのＲ個の復調
器２５４ａ乃至２５４ｒから受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合、受信された
シンボルでＭＩＭＯ検出を実行し、そして検出されたシンボルを提供することができる。
受信プロセッサ２５８は、検出されたシンボルを処理（例えば、復調および復号）し、デ
ータシンク２６０にＵＥ １２０に関する復号されたデータを提供し、コントローラ／プ
ロセッサ２８０に復号された制御情報およびシステム情報を提供することができる。チャ
ネルプロセッサは、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳ
Ｉ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、ＣＱＩ等を決定することができる。
【００２４】
　[0039]　アップリンク上で、ＵＥ １２０において、送信プロセッサ２６４は、データ
ソース２６２からのデータおよびコントローラ／プロセッサ２８０からの（例えば、ＲＳ
ＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ等を含む報告のための）制御情報を受信および処理す
ることができる。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号に関する基準シン
ボルを生成することができる。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用できる場合
、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコードされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、
ＯＦＤＭ等のための）変調器２５４ａ乃至２５４ｒによってさらに処理され、そして基地
局１１０に送信されることができる。基地局１１０において、ＵＥ １２０および他のＵ
Ｅｓからのアップリンク信号は、アンテナ２３４によって受信され、復調器２３２によっ
て処理され、適用できる場合、ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、そしてＵＥ １
２０によって送られる制御情報および復号されたデータを取得するために受信プロセッサ
２３８によってさらに処理されることができる。プロセッサ２３８は、復号されたデータ
をデータシンク２３９に、そして、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ２４
０に提供することができる。基地局１１０は、通信ユニット２４４を含み、そして通信ユ
ニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信することができる。ネット
ワークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４、コントローラ／プロセッサ２９０、
およびメモリ２９２を含むことができる。
【００２５】
　[0040]　コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、基地局１１０およびＵＥ 
１２０のそれぞれにおける動作を指示することができる。基地局１１０におけるプロセッ
サ２４０および／または他のプロセッサおよびモジュール、および／またはＵＥ １２０
におけるプロセッサ２８０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、ここで説
明される技術のための処理を実行または指示することができる。メモリ２４２および２８
２は、基地局１１０およびＵＥ １２０のそれぞれのためのデータおよびプログラムコー
ドを記憶することができる。スケジューラ２４６は、ダウンリンクおよび／またはアップ
リンクでのデータ送信のためにＵＥｓをスケジュールすることができる。
【００２６】
　[0041]　ＵＥ １２０にデータを送信するとき、基地局１１０は、データ割り振りサイ
ズに少なくとも部分的に基づいてバンドリングサイズを決定し、そして決定されたバンド
リングサイズのバンドルされた連続リソースブロックにおいてデータをプリコードするよ
うに構成されることができ、ここにおいて、各バンドルにおけるリソースブロックは、共
通プリコーディングマトリックスでプリコードされることができる。すなわち、リソース
ブロックにおけるデータおよび／またはＵＥ－ＲＳのような基準信号（ＲＳｓ）は、同一
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のプリコーダを使用してプリコードされることができる。バンドルされたリソースブロッ
ク（ＲＢｓ）の各ＲＢにおけるＵＥ－ＲＳのために使用される電力レベルはまた、同一で
あることができる。
【００２７】
　[0042]　ＵＥ １２０は、基地局１１０から送信されたデータを復号するために相補処
理（complementary processing）を実行するように構成されることができる。例えば、Ｕ
Ｅ １２０は、連続ＲＢｓのバンドルにおける基地局から送信される受信されたデータの
データ割り振りサイズに基づいてバンドリングサイズを決定し、ここにおいて、各バンド
ルにおけるリソースブロックにおける少なくとも１つの基準信号は、共通プリコーディン
グマトリックスでプリコードされ、基地局から送信された１つまたは複数のＲＳｓおよび
決定されたバンドリングサイズに基づいて少なくとも１つのプリコードされたチャネルを
推定し、そして推定されたプリコードされたチャネルを使用して受信されたバンドルを復
号するように構成されることができる。
【００２８】
　[0043]　図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤ（周波数分割デュプレックス）に関する典型的
なフレーム構造３００を示す。ダウンリンクおよびアップリンクの各々に関する送信タイ
ムラインは、無線フレームの単位に区分されることができる。各無線フレームは、所定の
持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有することができ、そして０乃至９のインデ
ックスを有する１０個のサブフレームに区分されることができる。各サブフレームは、２
つのスロットを含むことができる。各無線フレームはしたがって、０乃至１９のインデッ
クスで２０個のスロットを含むことができる。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間を含み
、例えば、（図３において示されるように）通常のサイクリックプレフィックスについて
は７個のシンボル期間を、または、拡張されたサイクリックプレフィックスについては６
個のシンボル期間を含むことができる。各サブフレームにおける２Ｌ個のシンボル期間は
、０乃至２Ｌ－１のインデックスを割り当てられることができる。
【００２９】
　[0044]　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルに関するシ
ステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおけるダウンリンクでプライマリ同期信号（ＰＳＳ
）およびセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を送信することができる。図３に示されるように
、ＰＳＳおよびＳＳＳは、通常のサイクリックプレフィックスを有する各無線フレームの
サブフレーム０および５におけるシンボル期間６および５でそれぞれ送信されることがで
きる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セルの探索および捕捉のためにＵＥｓによって使用される
ことができる。ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされる各セルに関するシステム帯域幅
にわたるセル特有の基準信号（ＣＲＳ）を送信することができる。ＣＲＳは、各サブフレ
ームのあるシンボル期間において送信されることができ、そしてチャネル推定、チャネル
品質測定（channel quality measurement）、および／または他の機能を実行するために
ＵＥｓによって使用されることができる。ｅＮＢはまた、ある無線フレームのスロット１
におけるシンボル期間０から３において物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：phys
ical broadcast channel）を送信することができる。ＰＢＣＨは、いくつかのシステム情
報を搬送することができる。ｅＮＢは、あるサブフレームにおける物理ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）でシステム情報ブロック（ＳＩＢｓ）のような他のシステム情報
を送信することができる。ｅＮＢは、サブフレームの第１のＢ個のシンボル期間における
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で制御情報／データを送信することができ
、ここで、Ｂ個は各サブフレームに関して構成可能であることができる。ｅＮＢは、各サ
ブフレームの残存シンボル期間（remaining symbol periods）におけるＰＤＳＣＨでトラ
フィックデータおよび／または他のデータを送信することができる。
【００３０】
　[0045]　ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＰＢＣＨは、「発展型ユニバ
ーサル地上無線接続（Ｅ－ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調（Evolved Universal Te
rrestrial Radio Access （E-UTRA）; Physical Channels and Modulation）」と題され
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る、公的に入手可能な３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１において説明されている。
【００３１】
　[0046]　図４は、通常のサイクリックプレフィックスを有するダウンリンクに関する２
つの例示的サブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクのために
利用可能な時間周波数リソースは、リソースブロックに区分されることができる。各リソ
ースブロックは、１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーすることができ
、そして多くのリソース要素を含むことができる。各リソース要素は、１つのシンボル期
間において１つのサブキャリアをカバーすることができ、そして１つの変調シンボルを送
るために使用されることができ、それは、実数または複素数値であることができる。
【００３２】
　[0047]　サブフレームフォーマット４１０は、２個のアンテナが装備されたｅＮＢのた
めに使用されることができる。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１における
アンテナ０および１から送信されることができる。基準信号は、送信機と受信機とによっ
てアプリオリ（a priori）に知られている信号であり、そしてパイロットとも称されるこ
とができる。ＣＲＳは、例えば、セル識別子（ＩＤ）に基づいて生成される、セルに特有
の基準信号である。図４において、ラベルＲａを有する所与のリソース要素に関し、変調
シンボルは、アンテナａからそのリソース要素上で送信されることができ、また、何れの
変調シンボルも、その他のアンテナからは、そのリソース要素上で送信されないことがあ
る。サブフレームフォーマット４２０は、４個のアンテナが装備されたｅＮＢのために使
用されることができる。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７および１１においては、アン
テナ０および１から、また、シンボル期間１および８においては、アンテナ２および３か
ら、送信されることができる。サブフレームフォーマット４１０および４２０の両方に関
して、ＣＲＳは、空間サブキャリアで均等に送信されることができ、それはセルＩＤに基
づいて決定されることができる。異なるｅＮＢｓは、それらのセルＩＤｓに依存して、同
一のまたは異なるサブキャリアでそれらのＣＲＳｓを送信することができる。両方のサブ
フレームフォーマット４１０および４２０に関して、ＣＲＳのために使用されないリソー
ス要素は、データ（例えば、トラフィックデータ、制御データ、および／またはその他の
データ）を送信するために使用されることができる。
【００３３】
　[0048]　インターレース構造（interlace structure）は、ＬＴＥにおけるＦＤＤに関
するダウンリンクおよびアップリンクの各々のために使用されることができる。例えば、
０乃至Ｑ－１のインデックスを有するＱ個のインターレースが定義されることができ、こ
こで、Ｑは４、６、８、１０、または他の何らかの値と等しくあることができる。各イン
ターレースは、Ｑ個のフレーム分だけ離れて間隔をあけられたサブフレームを含むことが
できる。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑ等を含むことが
でき、ここで、
【数１】

【００３４】
である。
【００３５】
　[0049]　ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンクでのデータ送信
に関するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートすることができる。ＨＡＲＱ
に関して、送信機（例えば、ｅＮＢ １１０）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ １２
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０）によって正確に復号される、または他の何らかの終了条件に直面する（encountered
）までパケットの１つまたは複数の送信を送ることができる。同期ＨＡＲＱに関して、パ
ケットのすべての送信は、単一のインターレースのサブフレームにおいて送られることが
できる。非同期ＨＡＲＱに関して、パケットの各送信は任意のサブフレームで送られるこ
とができる。
【００３６】
　[0050]　ＵＥは、マルチプルのｅＮＢｓのカバレッジ内に位置付けられることができる
。これらのｅＮＢｓのうちの１つが、ＵＥにサービスするために選択されることができる
。サービスしているｅＮＢは、受信される信号強度、受信される信号品質、パス損失等の
ような様々な基準（criteria）に基づいて選択されることができる。受信された信号品質
は、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、または受信される基準信号の品質（ＲＳＲＱ
）、または他の何らかの測定法（metric）によって量子化されることができる。ＵＥは、
そこにおいてＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢｓから高い干渉を観測することができる
支配的干渉シナリオ（dominant interference scenario）において、動作することができ
る。
【００３７】
　［ＬＴＥに関する拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）ベースの物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソース割り振り］
　[0051]　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）のリリース８、９、１０、および１
１において、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の３つのタイプのリソース割
り振り（ＲＡ）がサポートされる：タイプ０、タイプ１、およびタイプ２。タイプ０に関
して、ＰＤＳＣＨリソースはビットマップを使用してマッピングすることによって割り振
られる。ビットマップにおける各ビットは、特定のリソースブロックグループ（ＲＢＧ）
がユーザ機器（ＵＥ）に関してスケジュールされるかまたはＵＥがスケジュールされない
かを示す。サブフレームにおける２つのスロットにわたるホッピングはない。タイプ１に
関して、ＰＤＳＣＨリソースはまた、ビットマップでマッピングされ、各ビットはＲＢが
ＵＥに関してスケジュールされるか否かを示す。タイプ１に関して、２つの隣接するＲＢ
ｓ間のギャップはＲＢＧに等しい。タイプ１に関しても、サブフレームにおける２つのス
ロットにわたるホッピングはない。
【００３８】
　[0052]　タイプ２は、連続リソース割り振りを使用する。ＲＡは、物理的連続（physic
ally contiguous）またはバーチャル連続（virtually contiguous）のいずれかであるこ
とができる。（ローカライズされたバーチャルＲＢ（ＶＲＢ）ＲＡと称される）物理的連
続ＲＡに関して、ＲＢｓのセットは物理的連続であり、そしてサブフレームにおける２つ
のスロットにわたってホッピングしない。（分散された（distributed）ＶＲＢ ＲＡと称
される）バーチャル連続リソース割り振りに関して、ＲＢｓのセットは一般的に物理的不
連続であり、そしてサブフレームにおける２つのスロットにわたってホッピングする。分
散されたＶＲＢ ＲＡは、周波数ダイバーシティを最大化するように設計される。
【００３９】
　[0053]　ＬＴＥ Ｒｅｌ－８／９／１０において、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）は、サブフレームにおける第１のいくつかのシンボルにおいて位置付けられる
。ＰＤＣＣＨは、全体のシステム帯域幅において完全に分散される。ＰＤＣＣＨは、ＰＤ
ＳＣＨを有する時分割多重化（ＴＤＭ）であり；効果的にサブフレームを制御領域および
データ領域に分割する。
【００４０】
　[0054]　Ｒｅｌ－１１において、拡張されたＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）が導入される
。サブフレームにおける第１のいくつかの制御シンボルを占有する、レガシーＰＤＣＣＨ
とは違い、ＥＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと同様に、データ領域を占有することとなる。Ｅ
ＰＤＣＣＨは、制御チャネル容量を増加させることを補助し、周波数ドメインセル間干渉
調整（ＩＣＩＣ）をサポートし、制御チャネルリソースの改善された空間的再利用を達成



(12) JP 6337011 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

し、ビームフォーミングおよび／またはダイバーシティをサポートし、新しいキャリアタ
イプ（ＮＣＴ）上で動作し、そしてマルチメディアブロードキャストマルチキャストサー
ビスシングル－周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：Multimedia Broadcast Multicast Ser
vice Single-Frequency Network）において、サブフレームはレガシーＵＥｓと同一のキ
ャリアで共存する。
【００４１】
　[0055]　ＥＰＤＣＣＨは、周波数分割多重（ＦＤＭ）ベースであり、そしてローカライ
ズされたおよび分散された、の２つのモードを有することができる。ローカライズされた
ＥＰＤＣＣＨに関し、単一のプリコーダは各ＰＲＢペアについて適用される。プリコーダ
は、ＵＥに対してトランスペアレントであり、そして異なるプリコーダは同一のＥＰＤＣ
ＣＨ候補の異なるＰＲＢペアについて適用されることができる。分散されたＥＰＤＣＣＨ
に関して、２つのプリコーダは、各ＰＲＢペア内に割り振られたリソースを通して循環す
る（cycle）。
【００４２】
　[0056]　ＥＰＤＣＣＨは拡張されたリソース要素グループ（ＥＲＥＧ）および拡張され
た制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）に基づく。各ＰＲＢペアは、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ
）に関するＲＥｓを除き、１６個のＥＲＥＧｓに等しく分割される。ＤＭ－ＲＳを除いた
後、通常巡回プレフィックス（ＣＰ）に関する１４４個のＲＥｓ／ＰＲＢペア（１２ｘ１
４－２４ ＤＭ－ＲＳ＝１４４）、および拡張された（extended）ＣＰに関する１２８個
のＲＥｓ／ＰＲＢペア（１２ｘ１２－１６ ＤＭ－ＲＳ＝１２８）が存在し、通常のおよ
び拡張されたＣＰの場合、それぞれ、ＥＲＥＧごとに９個のＲＥｓ（１４４／１６＝９）
およびＥＲＥＧごとに８個のＲＥｓ（１２８／１６＝８）という結果になる。
【００４３】
　[0057]　図５は、本開示のある観点に従って、ＥＰＤＣＣＨに関するＰＲＢペアにおけ
る例示的ＥＲＥＧｓを図示する。図５に見られるように、各ボックスはＥＲＥＧを表すこ
とができる。各そのようなボックスにおける数字は、ＥＲＥＧインデックスである。数字
のないボックスは、ＤＭ－ＲＳ ＲＥｓを表すことができる。先に述べたように、各ＥＲ
ＥＧは９個のＲＥｓを占有する。ＥＣＣＥはＮ＝４または８個のＥＲＥＧｓから成る。Ｐ
ＲＢペアごとに４個のＥＣＣＥｓに対応して、ＲＥｓ／ＰＲＢペアの数が大きいとき、通
常ＣＰおよび通常のサブフレーム構成、または特別なサブフレーム構成３、４、または８
の場合、Ｎ＝４である。さもなければ、ＰＲＢペアごとに２個のＥＣＣＥｓに対応して、
Ｎ＝８である。先に述べたように、各ＰＲＢは１６個のＥＲＥＧｓに等しく分割される。
１つの例において、ＰＲＢペア０はシンボル０－３にわたりトーン０－３を含むことがで
き、ＰＲＢペア１はシンボル０－３にわたりトーン４－７を含むことができ、ＰＲＢペア
２はシンボル０－３にわたりトーン８－１１を含むことができ、そしてＰＲＢペア３はシ
ンボル１－４にわたりトーン１－４を含むことができる、等。
【００４４】
　[0058]　図６は、本開示のある観点に従う、ローカライズされたＥＰＤＣＣＨのための
ＰＲＢペアにおける例示的ＥＲＥＧｓを図示する。ＥＣＣＥはＥＲＥＧのグルーピングの
コンセプトに基づく。図６において示されるように、各ＥＣＣＥは４個のＥＲＥＧｓを含
む。ＥＰＤＣＣＨがローカライズされているかまたは分散されているかに関わらず、４個
のＥＲＥＧグループが形成される。グループ０はＥＲＥＧｓ｛０，４，８，１２｝を含む
。グループ１はＥＲＥＧｓ｛１，５，９，１３｝を含む。グループ２はＥＲＥＧｓ｛２，
６，１０，１４｝を含む。そして、グループ３はＥＲＥＧｓ｛３，７，１１，１５｝を含
む。ＥＣＣＥが４個のＥＲＥＧｓによって形成されるとき、ＥＣＣＥはＥＲＥＧグループ
によって形成される。ＥＣＣＥが８個のＥＲＥＧｓによって形成されるとき、ＥＣＣＥは
２個のＥＲＥＧグループによって形成される。２個のＥＲＥＧグループはＥＲＥＧグルー
プ０＆２または１＆３である。
【００４５】
　[0059]　ＥＲＥＧグループのＥＲＥＧｓの位置はＥＰＤＣＣＨモードに依存する。図６
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において見られるように、ローカライズされたＥＰＤＣＣＨに関して、同一のグループの
ＥＲＥＧｓは、ＰＲＢペアが４個のＥＣＣＥｓを有するとき常に同一のＰＲＢペアに由来
する。分散されたＥＰＤＣＣＨに関して、同一のグループのＥＲＥＧｓは、可能な限り異
なるＰＲＢペアに由来する。詳細なマッピングは、ＥＰＤＣＣＨのために構成されたＰＲ
Ｂペアの数に基づく。
【００４６】
　[0060]　分散されたＥＰＤＣＣＨに関して、各ＥＣＣＥは、ＰＲＢペアにわたって定義
される。例えば、ＥＣＣＥ ０は、ＰＲＢペア０のＥＲＥＧ ０、ＰＲＢペア１のＥＲＥＧ
 ４、ＰＲＢペア２のＥＲＥＧ ８、およびＰＲＢペア３のＥＲＥＧ １２から成る。例に
おける４組のＰＲＢペアは、周波数において不連続である（すなわち、周波数が分散され
る）ことができる。例えば、図５を参照すると、ＰＲＢペア０のＥＲＥＧ ０がトーン０
上にあり、ＰＲＢペア１のＥＲＥＧ ４がトーン１上にあり、ＰＲＢペア２のＥＲＥＧ ８
がトーン８上にあり、そしてＰＲＢペア３のＥＲＥＧ １２がシンボル１のトーン０上に
ある。
【００４７】
　[0061]　図７は、本開示のある観点に従う、例示的ＥＣＣＥインデクシングを図示する
。図７において見られるように、ＥＣＣＥインデクシングは、同一のＰＲＢペアにおいて
、ローカライズされたおよび分散されたＥＰＤＣＣＨを多重化することを容易にするため
に、グループ第１ベースで行われる。例えば、分散されたＥＰＤＣＣＨ １はＥＣＣＥｓ 
０－３を割り当てられ、分散されたＥＰＤＣＣＨ ２はＥＣＣＥｓ ４－５を割り当てられ
、そしてローカライズされたＥＰＤＣＣＨ ２－３はＥＣＣＥｓ ８－９をそれぞれ割り当
てられる。
【００４８】
　[0062]　ＬＴＥに基づく低コストマシーンタイプ通信（ＭＴＣ）ＵＥｓに関して、最大
の帯域幅を低減させ、単一の受信ＲＦチェインを利用し、ピークレートを低減させ、送信
電力を低減させ、そして半分のデュプレックス動作を使用することが望ましくあることが
できる。低コストデバイスのために意図されたデータレートが１００ｋｂｐｓよりも低く
なることができるため、コストを削減するために狭帯域幅（例えば、６ ＲＢｓ）でのみ
デバイスを動作することが可能である。
【００４９】
　[0063]　解決されるべきいくつかの問題点は、小さい帯域幅でＭＴＣが動作することを
考えると、ＭＴＣ ＵＥｓに関するＰＤＳＣＨをどのようにより効率的にスケジュールす
るかである。ＭＴＣについての各ＰＤＳＣＨ割り当ては、典型的に小さく（例えば、１個
または２個のＰＲＢペア）あることができる。ＭＴＣ ＵＥｓは、速いおよび信頼性のあ
るチャネル情報フィードバックで動作しないことがある。例えば、プリコーディングベー
スの送信は、効率的にサポートされないことがある。周波数ダイバーシティベースのＰＤ
ＳＣＨ割り当ては、そのような小さいサイズの割り当てのために望ましくあることができ
る。
【００５０】
　[0064]　技術および装置は、ＬＴＥについてのＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソース割
り振りのためにここで提供される。
【００５１】
　[0065]　ＰＤＳＣＨについてのリソース割り振りは、ＥＰＤＣＣＨのような制御チャネ
ルのために使用される同一の構成（construction）ユニットに基づくことができる。例と
して、ＰＤＳＣＨについてのリソース割り振りは、分散されたＥＰＤＣＣＨのために設計
されたＥＣＣＥインデクシングおよびＥＣＣＥ構成に基づくことができる（図５－７を参
照して上述されている）。したがって、ＥＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨは狭い帯域幅にお
いて非常に効率的に統合されることができる。
【００５２】
　[0066]　ある観点に従い、ＰＤＳＣＨはあるアグリゲーションレベルのＥＰＤＣＣＨ送
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信と同様であることができる。いくつかの実施形態において、ＥＰＤＣＣＨは、いくつか
のＵＥｓへのＰＤＳＣＨ送信のうちのいくつかまたはすべてのために省略されることがで
き、またＰＤＳＣＨ復号はブラインドＥＰＤＣＣＨ復号と同様に扱われる（treated）こ
とができる。
【００５３】
　[0067]　ある観点に従い、周波数ダイバーシティベースのＰＤＳＣＨ送信は、分散され
たＥＰＤＣＣＨと同様にイネーブルされることができる。ＲＢベースのＰＤＳＣＨリソー
ス割り振りの代わりに、ＰＤＳＣＨリソース割り振りは、マルチプルのＰＲＢペアからの
リソース要素から成ることができる。ＰＤＳＣＨについての最小のリソースユニットサイ
ズは、ＰＲＢペアのそれと同等であることができる。例えば、ＰＤＳＣＨについての最小
のリソースユニットは、ＰＲＢペアが４個のＥＣＣＥｓを含む場合４個のＥＣＣＥｓであ
ることができ、そしてＰＲＢペアが２個のＥＣＣＥｓを含む場合２個のＥＣＣＥｓである
ことができる、等である。異なるオーバヘッドと柔軟性のトレードオフについて、他のユ
ニットも可能である（例えば、半分のＰＲＢペアについて２個のＥＣＣＥｓ）。
【００５４】
　[0068]　図８は、本開示のある観点に従う、例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソー
ス割り振りを図示する。図８において示される例において、４個のＥＣＣＥｓ／ＰＲＢペ
アが仮定される。また、ＰＤＳＣＨについてのリソースの細分性（granularity）は４個
のＥＣＣＥｓであり、４個のＰＲＢペアがあると仮定される。図８において見られるよう
に、同一のグループの各４個のＥＣＣＥｓは、１つの仮想リソースブロック（ＶＲＢ）と
して表される。例えば、ＥＣＣＥｓ ０－３は、ＶＲＢ ０と表され、ＥＣＣＥｓ ４－７
はＶＲＢ １と表され、ＥＣＣＥｓ ８－１１はＶＲＢ ２と表され、そしてＥＣＣＥｓ１
２－１５はＶＲＢ ３と表される。この例において、ＰＤＳＣＨについて４個のＶＲＢｓ
があり、同一のグループのＥＲＥＧｓの各ＶＲＢは４個のＰＲＢペアからであり、周波数
ダイバーシティオーダーまたは４（frequency diversity order or 4）という結果になる
。
【００５５】
　[0069]　いくつかの実施形態において、ＥＰＤＣＣＨは、いくつかのＥＣＣＥｓを使用
することができる。割り当てられたＰＤＳＣＨリソースが対応するＥＰＤＣＣＨとオーバ
ーラップする場合には、ＰＤＳＣＨはＥＰＤＣＣＨによって占有されるリソースのまわり
でレート整合することができる。例えば、（ＰＤＳＣＨについての細分性が１個のＶＲＢ
であるため、）ＥＣＣＥｓ ０および１を使用するＥＰＤＣＣＨを有する（with）ＤＬグ
ラントがＰＤＳＣＨ ＶＲＢｓ ０および１をスケジュールすると仮定すると、ＵＥはＶＲ
Ｂ ０におけるＥＣＣＥｓ ２と３およびＶＲＢ１におけるすべてのＥＣＣＥｓはＰＤＳＣ
Ｈに関して利用可能であると仮定することができる。いくつかの実施形態において、ＰＤ
ＳＣＨへのＥＣＣＥリソースの利用可能性を示すために、例えば、ダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）においてビットを追加することによって、追加の衝突処理が可能である。
【００５６】
　[0070]　現在、６組のＰＲＢペアについて定義された分散されたＥＰＤＣＣＨがない－
２組、４組、および８組のＰＲＢペアについてのみ－しかし、これは容易に６組のＰＲＢ
ペアに拡張されることができる。図９－図１０は、本開示のある観点に従う、６組のＰＲ
Ｂペアのための例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソース割り振りを図示する。図９に
おいて見られるように、第１の選択肢において、１個のサブフレームにおける６組のＰＲ
Ｂペアは、リソースの１個のセットで編成される（organized）ことができる。４個のＶ
ＲＢｓがＰＤＳＣＨについて定義されることができ、各々が４個ではなく６個のＥＣＣＥ
ｓを含む－１組のＰＲＢペアではなく、約１．５組のＰＲＢペア（about 1.5 PRB pairs
）である。
【００５７】
　[0071]　図１０に見られるように、別の選択肢において、８個のＶＲＢｓがＰＤＳＣＨ
について定義されることができ、各々が３個のＥＣＣＥｓを含む－約０．７５組のＰＲＢ
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ペアである。いくつかの実施形態において、１つのサブフレームにおける６個のＰＲＢペ
アは図１１に示されるように、２つまたはそれより多くのリソースセットで編成される。
図１１において示されるように、６個のＰＲＢｓは、２組のＰＲＢペアで１つのリソース
セットに、そして４組のＰＲＢペアで第２のリソースセットにグループ分けされることが
できる。２つまたはそれより多くのセットは、ブロックの観点の方法（block-wise manne
r）１１０２で、またはインタリーブされた方法１１０４、１１０６、１１０８で分割さ
れる（split）ことができる。インタリーブされた方法１１０４、１１０６、１１０８は
、より良い周波数ダイバーシティについて好ましくあることができる。また、２組のＰＲ
Ｂペアについての最大の周波数ダイバーシティに関するエッジ上に２組のＰＲＢペアを配
置する（例えば、１１０６）ことが好ましい－潜在的に共通のサーチスペースおよびブロ
ードキャストトラフィックを搬送するために使用される。
【００５８】
　[0072]　いくつかの実施形態において、ＰＤＳＣＨについてのＶＲＢｓは、図１２にお
ける例において示されるように、ＰＤＳＣＨリソース割り振りに関する２つまたはそれよ
り多くのセットからＶＲＢｓを組合せることができる。図１２において示されるように、
インタリーブされたセット１１０４は、２つのリソースセットを含むことができ、第１の
セットはＰＲＢペア０および５を含み、そして第２のセットはＰＲＢペア１－４を含む。
第１のセットのＰＲＢペア０および５は、ＰＤＳＣＨについてのＶＲＢｓ０および１を含
むことができ、そして第２のセットのＰＲＢペア１－４は、ＰＤＳＣＨについてのＶＲＢ
ｓ２－５を含むことができる。
【００５９】
　[0073]　いくつかの実施形態において、２つのセットは、（例えば、１つがローカライ
ズされ、そして１つは分散された）異なるモードに関することができる。図１３は、本開
示のある観点に従う、６組のＰＲＢペアのための例示的ＥＣＣＥベースのＰＤＳＣＨリソ
ース割り振りを図示する。図１３において見られるように、インタリーブされたＰＲＢｓ
 ０－５は、リソースの２つのセット１３０２を含む。１つのセットは、ＰＲＢｓ ０、１
、３、および５を含み、そして第２のセットは、ＰＲＢｓ ２および４を含む。ＰＲＢペ
ア２および４に基づくリソースは、ローカライズされたモードにおいてあり、そしてそれ
ぞれ、ＶＲＢ ０、およびＶＲＢ １へマッピングされる。その一方で、ＰＲＢｓ ０、１
、３、および５は、分散モードにおいてあり、そして、それぞれ、ＶＲＢｓ ２－５へマ
ッピングされる。
【００６０】
　［物理ダウンリンク共有チャネルリソースインジケーション］
　[0074]　ある観点に従い、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）リソース割り
当ては、仮想リソースブロック（ＶＲＢｓ）のセットを示すダウンリンク制御情報（ＤＣ
Ｉ）において示されることができる。先に述べたように、各ＶＲＢは拡張された制御チャ
ネル要素（ＥＣＣＥｓ）のセットへマッピングされる。
【００６１】
　[0075]　いくつかの実施形態において、リソース割り振りは、ビットマップ方式、バー
チャル連続リソース割り振り方式、等に基づくことができる。例えば、６個のＶＲＢｓが
あると仮定し、ビットマップ方式が使用される場合、６ビットは、ＤＣＩにおいて使用さ
れることができ、ここにおいて、各ビットはＶＲＢを示すことができる。バーチャル連続
リソース割り振り方式が使用される場合、５ビットは２１組（７ｘ６／２＝２１）の異な
る組合せのうちの１つを示すために使用されることができる。
【００６２】
　［ダウンリンクリソースの管理］
　[0076]　ある観点に従い、拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）ベースのリソース
割り振り（ＲＡ）のアプローチを使用して、ダウンリンクシステムリソースのうちのいく
つかまたはすべては、拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）のよう
な制御チャネルなしに管理されることができる。例えば、ブラインド復号ベースの物理ダ
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ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）検出が実行されることができる。リソース割り振
りに何の制限もない場合、ユーザ機器（ＵＥ）は、固定された変調符号化方式（ＭＣＳ）
のもとで２N回ブラインド復号を実行することができ、ここでＮはＶＲＢｓの数である。
２回のＭＣＳが可能である場合、ＵＥは、２N＊２（２N+1）回のブラインド復号を実行す
ることができる。したがって、Ｎ＝６の場合、ＵＥは、制御チャネルに関する４４回また
は６０回のブラインド復号と比較して、単一のＭＣＳ方式で６４回のブラインド復号を実
行する。
【００６３】
　[0077]　ある観点に従い、リソース割り振り（例えば、バーチャル連続リソース割り振
り）にいくつかの制限がある場合、ブラインド復号の数はより少なくなることがある。い
くつかの実施形態において、ＰＤＳＣＨに関する符号化は、テイルバイティング畳み込み
符号（ＴＢＣＣ：tail-biting convolution coding）などのＣＣ（convolution coding）
に基づくことができる。
【００６４】
　[0078]　ある観点に従い、１つまたは複数の既知の領域および動的領域は、ブラインド
復号のために使用されることができる。図１４において見られるように、１つまたは複数
の既知の領域１４０２は、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）／システム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）／ページング／ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）応答、および場合によっては
他の何らかのブロードキャストメッセージ（例えば、マルチメディア放送および同報サー
ビス（ＭＢＭＳ）メッセージ）に関する領域を含むことができる。この領域は、サブフレ
ームに依存することができる。
【００６５】
　[0079]　いくつかの実施形態において、既知の領域１４０２は、永久的または半永久的
にスケジュールされたＰＤＳＣＨ送信に関する領域を含むことができる。ＵＥは、この領
域においてブラインド復号を実行する必要はない。この領域も、少なくともＵＥの視点か
ら、サブフレームに依存することができ、そしてそれはＵＥ特有であることができる。各
領域のサイズは、固定されている、またはサブフレームに依存することができる。
【００６６】
　[0080]　いくつかの実施形態において、動的領域１４０４は、ＵＥがブラインド復号す
るＰＤＳＣＨ送信を含むことができる。動的領域における３個のＶＲＢｓおよび２個の可
能性のあるＭＣＳの値があると仮定すると、ＵＥは最大で１６回（２3ｘ２＝１６）のブ
ラインド復号を実行することができる。この領域は、（存在およびサイズが）サブフレー
ムに依存することができ、ＵＥ特有であることができる。
【００６７】
　[0081]　いくつかの実施形態において、いくつかの情報は、ブラインド復号の回数を減
らすために（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）構成を介して）ＵＥに示されることが
できる。例えば、ＵＥは、最大でたったの２個のＶＲＢｓ ＰＤＳＣＨがＵＥに関してス
ケジュールされることができることを示されることができる。動的領域について６個のＶ
ＲＢｓがある場合、２個の可能性のあるＭＣＳ方式がある場合、ブラインド復号の回数は
、４２（（６＋１５）＊２＝４２）である。別の例として、ＵＥは、どのＭＣＳが使用さ
れるべきかが示されることができる（すなわち、６個の可能性のある１ ＶＲＢ ＰＤＳＣ
Ｈ、および１５個の可能性のある２ ＶＲＢ ＰＤＳＣＨ）。この場合において、何のリソ
ース割り振りの限定もなしに動的領域について６個のＶＲＢｓを用いると、ＵＥは、１２
８回のブラインド復号（６４ｘ２＝１２８）の代わりに、６４回のブラインド復号（２6

）を有することがある。リソース割り振りの限定とＭＣＳの限定の組合せも可能である。
【００６８】
　[0082]　図１５は、本開示のある観点に従う、ワイヤレス通信に関する例示的動作１５
００を図示する。動作１５００は、例えば、ユーザ機器（ＵＥ）（例えば、ＵＥ １２０
）によって実行されることができる。動作１５００は、１５０２において、ＵＥが制御チ
ャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当てられる
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リソースを決定することによって開始することができる。リソースの細分性は、１つまた
は複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥｓ）の数であることができる。データチ
ャネルは、ＰＤＳＣＨを含むことができる。ＰＤＳＣＨに割り当てられたリソース（reso
urces assigned PDSCH）は、同一のＥＲＥＧからのＥＣＣＥｓの数を備えるＶＲＢｓであ
ることができる。ＶＲＢにおけるＥＣＣＥｓは、マルチプルのＰＲＢペアにまたがること
ができ、または同一のＰＲＢペア内にあることができる。ある観点に従って、ＵＥはＶＲ
ＢｓがそれぞれＥＣＣＥｓのセットにマッピングされることを示すビットを有するＤＣＩ
を受信することができる。
【００６９】
　[0083]　ある観点に従って、サブフレームは、リソースセットに編成されたＰＲＢペア
を有することができ、そして各セットはＰＲＢペアの異なる数を含むことができる。リソ
ースセットのうちの少なくとも１つのＶＲＢｓは、ローカライズされることができ、そし
て同一のＰＲＢペア内のＥＣＣＥｓを含むことができる。ある観点に従い、リソースの細
分性は、各ＰＲＢペアにおいて含まれるＥＣＣＥｓの数に依存することができる。いくつ
かの実施形態において、リソースの細分性はＰＲＢペアよりも少ない。
【００７０】
　[0084]　ある観点に従って、利用可能なリソースは、ＰＤＳＣＨを検出するためにＵＥ
がブラインド復号を実行する第２の動的領域と既知の位置における情報を有する第１の固
定された領域を含む。リソースはまた、永久的にスケジュールされたＰＤＳＣＨ送信に関
する第３の領域を含むことができる。いくつかの実施形態において、領域のサイズ、位置
、または存在は、サブフレームに依存するまたはＵＥに特有であることができる。
【００７１】
　[0085]　１５０４において、ＵＥは、決定に基づいてサブフレームにおけるデータチャ
ネル送信を処理する。ある観点に従って、割り当てられたＰＤＳＣＨリソースのいくつか
は、ＥＰＤＣＣＨリソースとオーバーラップすることがある。ＵＥは、オーバーラップし
ているＥＰＤＣＣＨリソースのまわりでレート整合を実行することができる。ある観点に
従って、いくつかのＰＤＳＣＨリソースは、対応する制御チャネルなしに割り当てられる
ことができ、そしてＵＥは、ＰＤＳＣＨ送信を復号するためにブラインド復号を実行する
ことができる。いくつかの実施形態において、ＵＥによって実行されるブラインド復号の
回数は、限定されることがある。例えば、制限は、リソース割り振りをバーチャル連続リ
ソースに限定することができる。
【００７２】
　[0086]　図１６は、本開示のある観点に従って、ワイヤレス通信に関する例示的動作１
６００を図示する。動作１６００は、例えば、基地局（ＢＳ）（例えば、ｅＮＢ １１０
）によって実行されることができる。動作１６００は、１６０２において、ＢＳが制御チ
ャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）に関するデー
タチャネルにリソースを割り当てることによって開始されることができる。リソースの細
分性は、１つまたは複数の拡張された制御チャネル要素（ＥＣＣＥｓ）に関することがで
きる。１６０４において、ＢＳは、割り当てに基づいてサブフレームにおけるデータチャ
ネル送信を送る。データチャネルは、ＰＤＳＣＨを含むことができる。
【００７３】
　[0087]　先に説明した方法の様々な動作は、対応する機能を実行することができる任意
の適切な手段によって実行されることができる。手段は、これらに限定される訳ではない
が、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む様々な（複数を
含む）ハードウェアおよび／またはソフトウェア／ファームウェアコンポーネント、およ
び／または（複数を含む）モジュールを含むことができる。一般に、図面に図示された動
作が存在する場合、それらの動作は、任意の適切な対応する対照のミーンズ・プラス・フ
ァンクション・コンポーネントによって実行されることができる。
【００７４】
　[0088]　例えば、送信するための手段は、図２において図示されるように、それぞれ、
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送信機（例えば、変調器２５４または２３２）および／またはＵＥ １２０のアンテナ２
５２または２３４または基地局１１０を備えることができる。受信するための手段は、図
２において図示されるように、それぞれ、受信機（例えば、復調器２５４または２３２）
および／またはＵＥ １２０のアンテナ２５２または２３４または基地局１１０を備える
ことができる。決定するための手段および処理するための手段は、処理システムを備える
ことができ、それは図２において図示されるＵＥ １２０の送信プロセッサ２６４、コン
トローラ／プロセッサ２８０、および／または受信プロセッサ２５８などの、少なくとも
１つのプロセッサを含むことができる。割り当てるための手段および送るための手段は、
処理システムを備えることができ、それは図２において図示される基地局１１０の受信プ
ロセッサ２３８、コントローラ／プロセッサ２４０、および／または送信プロセッサ２２
０などの、少なくとも１つのプロセッサを含むことができる。しかしながら、図２におけ
る追加または代替のコンポーネントは、送信するための手段、受信するための手段、決定
するための手段、処理するための手段、割り当てるための手段、および／または送るため
の手段として用いられることができる。
【００７５】
　[0089]　開示されたプロセスにおけるステップの指定の順序または階層は典型的なアプ
ローチの一例であることが理解される。設計の優先性に基づいて、プロセスにおけるステ
ップの指定の順序または階層は、依然として本開示の範囲内でありながら並べ替えられる
（rearranged）ことができることが理解される。添付の方法請求項は様々なステップの要
素をサンプルの順序で提示し、そして提示される指定の順序または階層に限定されること
を意味しない。
【００７６】
　[0090]　当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術工学および技術のいずれかを
使用して表されることができることを理解するだろう。例えば、先の説明の全体にわたっ
て参照されることができる、データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、
およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場あるいは磁粒子、光場あるいは光学粒子、あ
るいはそれらの組合せ、によって表わされることができる。
【００７７】
　[0091]　さらに、ここにおける開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、ハードウェア、ソフトウェア／ファー
ムウェア、またはそれらの組合せとしてインプリメントされることができることを、当業
者は理解するだろう。ハードウェアとソフトウェア／ファームウェアのこの互換性を明確
に例示するために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路および
ステップがそれらの機能という点から一般的に先に説明されてきた。このような機能が、
ハードウェア、またはソフトウェア／ファームウェアとしてインプリメントされるかは、
特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者は
、各特定のアプリケーションのために方式を変化させて、説明された機能性をインプリメ
ントすることができるが、このようなインプリメンテーションの決定は本開示の範囲から
の逸脱をまねくものと解釈されるべきではない。
【００７８】
　[0092]　ここにおける開示と関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用のプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または
他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ
論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、もしくは、ここで説明した機能を実
行するように設計されたそれらの任意の組合せで実行またはインプリメントされることが
できる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることができるが、その代わりに、
プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
ステートマシンであることができる。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロ
セッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動した１つまたは複数のマ
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イクロプロセッサ、またはその他任意のそのような構成のような、コンピューティングデ
バイスの組合せとしてインプリメントされることができる。
【００７９】
　[0093]　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直接的に
ハードウェア内に、プロセッサによって実行されたソフトウェア／ファームウェアモジュ
ール内に、またはそれらの組合せ内に組み込まれることができる。ソフトウェア／ファー
ムウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、相変化メモリ（ＰＣＭ）、Ｒ
ＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードデ
ィスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術分野において周知のそ
の他任意の形態の記憶媒体内に存在することができる。典型的な記憶媒体は、プロセッサ
が記憶媒体からの情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、この
プロセッサに結合される。代替例においては、記憶媒体はプロセッサに統合されることが
できる。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣに存在することができる。ＡＳＩＣは、ユ
ーザ端末内に存在することができる。代替例においては、プロセッサおよび記憶媒体は離
散的なコンポーネントとしてユーザ端末内に存在することができる。
【００８０】
　[0094]　１つまたは複数の典型的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、
ソフトウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せでインプリメントされることがで
きる。ソフトウェア／ファームウェアにおいてインプリメントされる場合、機能は、１つ
または複数の命令群あるいはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶される、もし
くはそれによって送信されることができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の
場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体とコンピ
ュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータあるいは特殊用途コンピ
ュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であることができる。
限定ではなく、実例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいはその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装
置又はその他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令群又はデータ構造の形態で望ましいプ
ログラムコード手段を搬送又は格納するために使用されることができ、かつ、汎用又は特
殊用途コンピュータ、あるいは汎用又は特殊用途プロセッサによってアクセスすることが
できるその他任意の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、コンピュータ可読
媒体と厳密には呼ばれている。例えば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは、赤外線、ラジオ、およびマイクロ波のよ
うなワイヤレス技術工学を使用して、ウェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔ソー
スからソフトウェア／ファームウェアが送信される場合には、同軸ケーブル、光ファイバ
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、ラジオ、およびマイクロ波のような
ワイヤレス技術工学は、媒体の定義に含まれる。ここで使用されるようなディスク（disk
）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（disc）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）（di
sc）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（Ｂｌｕ－ｒａｙ（登
録商標））ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常、データを磁気的
に再生する一方、ディスク（disc）は
レーザを用いてデータを光学的に再生する。したがって、いくつかの観点において、コン
ピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有形的表現媒体）を備
えることができる。加えて、他の観点について、コンピュータ可読媒体は、一時的なコン
ピュータ可読媒体（例えば、信号）を備えることができる。上記の組合せもまた、コンピ
ュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８１】
　[0095]　ここで使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」というフレ
ーズは、単一の要素（members）を含む、それらの項目の任意の組合せに言及するもので
ある。例として、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ
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、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃを含むことを意図する。
【００８２】
　[0096]　本開示の先の記載は、当業者が本開示を実施および使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者に容易に理解され、ここで定義
された一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱せずに、他の変形例に適用され
ることができる。よって、本開示は、ここで説明される実例および設計に限定されるよう
に意図されたものではなく、ここで開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最大範
囲であると認められるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　下記を具備する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当
てられるリソースを決定すること、および
　前記決定に基づいてサブフレームにおけるデータチャネル送信を処理すること。
［Ｃ２］
　Ｃ１に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つまたは複数の拡張さ
れた制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）に関する。
［Ｃ３］
　Ｃ２に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、物理リソースブロック（
ＰＲＢ）ペアに含まれるＥＣＣＥｓの数に依存する。
［Ｃ４］
　Ｃ１に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性はＰＲＢペアよりも小さい。
［Ｃ５］
　Ｃ２に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルについて利用可能なリソースは
、同一のグループからの複数のＥＣＣＥｓを具備する仮想リソースブロック（ＶＲＢｓ）
を具備する。
［Ｃ６］
　Ｃ１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルは、物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を具備する。
［Ｃ７］
　Ｃ６に記載の方法、ここにおいて：
　前記ＰＤＳＣＨに割り当てられた前記リソースのうちの少なくともいくつかは、拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）に対応するリソースとオーバーラッ
プする、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、前記オーバーラップした
リソースに基づいてレート整合を実行することを具備する。
［Ｃ８］
　Ｃ６に記載の方法、ここにおいて
　少なくともいくつかのＰＤＳＣＨリソースは、対応する制御チャネルなしに割り当てら
れる、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、ＰＤＳＣＨ送信を復号す
るためにブラインド復号を実行することを具備する。
［Ｃ９］
　Ｃ２に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルに割り当てられた前記リソース
を決定することは下記を具備する：
　１つまたは複数の仮想リソースブロックのセットを示すダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
）を受信すること、各々は１つまたは複数のＥＣＣＥｓのセットにマッピングされる。
［Ｃ１０］
　Ｃ１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネル送信について利用可能なサブフ
レームは下記を具備する：
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　既知の位置における情報を有する第１の固定された領域、および
　前記ＵＥが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を検出するためにブラインド
復号を実行する第２の動的領域。
［Ｃ１１］
　下記を具備する、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のた
めのデータチャネルにリソースを割り当てること、および
　前記割り当てに基づいてサブフレームにおけるデータチャネル送信を送ること。
［Ｃ１２］
　Ｃ１１に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つまたは複数の拡張
された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）の数に依存する。
［Ｃ１３］
　Ｃ１２に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性は、物理リソースブロック
（ＰＲＢ）ペアに含まれるＥＣＣＥｓの数に依存する。
［Ｃ１４］
　Ｃ１１に記載の方法、ここにおいて、前記リソースの細分性はＰＲＢペアよりも小さい
。
［Ｃ１５］
　Ｃ１２に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルについて利用可能なリソース
は、同一のグループからの複数のＥＣＣＥｓを具備する仮想リソースブロック（ＶＲＢｓ
）を具備する。
［Ｃ１６］
　Ｃ１１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネルは、物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）を具備する。
［Ｃ１７］
　Ｃ１６に記載の方法、ここにおいて：
　前記ＰＤＳＣＨに割り当てられた前記リソースのうちの少なくともいくつかは、拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）に対応するリソースとオーバーラッ
プする。
［Ｃ１８］
　Ｃ１６に記載の方法、ここにおいて、
　少なくともいくつかのＰＤＳＣＨリソースは、対応する制御チャネルなしに割り当てら
れる。
［Ｃ１９］
　さらに下記を具備する、Ｃ１２に記載の方法：
　１つまたは複数の仮想リソースブロックのセットを示すダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
）を送ること、各々は１つまたは複数のＥＣＣＥｓのセットにマッピングされる。
［Ｃ２０］
　Ｃ１１に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネル送信について利用可能なサブ
フレームは下記を具備する：
　既知の位置における情報を有する第１の固定された領域、および
　前記ＵＥが物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を検出するためにブラインド
復号を実行する第２の動的領域。
［Ｃ２１］
　Ｃ２０に記載の方法、ここにおいて、前記データチャネル送信について利用可能なサブ
フレームはまた、以下を具備する：
　永久的にスケジュールされたＰＤＳＣＨ送信に関する第３の領域。
［Ｃ２２］
　下記を具備する、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、データチャネルに割り当
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　前記決定に基づいてサブフレームにおけるデータチャネル送信を処理するための手段。
［Ｃ２３］
　Ｃ２２に記載の装置、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つまたは複数の拡張
された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）に関する。
［Ｃ２４］
　Ｃ２２に記載の装置、ここにおいて、前記データチャネルは、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）を具備する。
［Ｃ２５］
　Ｃ２４に記載の装置、ここにおいて：
　前記ＰＤＳＣＨに割り当てられた前記リソースのうちの少なくともいくつかは、拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）に対応するリソースとオーバーラッ
プする、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、前記オーバーラップした
リソースに基づいてレート整合を実行することを具備する。
［Ｃ２６］
　下記を具備する、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置：
　制御チャネルと関連付けられるリソースの細分性に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のた
めのデータチャネルにリソースを割り当てるための手段、および
　前記割り当てに基づいてサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を送るための手段。
［Ｃ２７］
　Ｃ２６に記載の装置、ここにおいて、前記リソースの細分性は、１つまたは複数の拡張
された制御チャネル要素（ＥＣＣＥ）に関する。
［Ｃ２８］
　Ｃ２６に記載の装置、ここにおいて、前記データチャネルは、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）を具備する。
［Ｃ２９］
　Ｃ２８に記載の装置、ここにおいて：
　前記ＰＤＳＣＨに割り当てられた前記リソースのうちの少なくともいくつかは、拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ）に対応するリソースとオーバーラッ
プする、および
　前記サブフレームにおけるＰＤＳＣＨ送信を処理することは、前記オーバーラップした
リソースに基づいてレート整合を実行することを具備する。
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